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令
和
３
年
６
月
第
３
０
６
回
定
例

会
は
、６
月
14
日
に
開
会
さ
れ
、６

月
29
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
開
会
日（
６
月
14
日
）

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
３

年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案
」を
は
じ
め
、
14
件
の

議
案
及
び
30
件
の
報
告
が
上
程
さ

れ
、三
村
知
事
か
ら
提
案
理
由
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、提
案
理

由
説
明
に
続
き
、去
る
５
月
26
日
に

発
表
さ
れ
た
、ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
の
諮
問
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ

ス
に
よ
る
、「
北
海
道・北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
」の
世
界
遺
産
一
覧
表
へ

の
記
載
が
適
当
で
あ
る
と
の
勧
告

に
つ
い
て
、報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
一
般
質
問（
６
月
18
日
〜
22
日
）

　
６
月
18
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、12
名

の
議
員
が
登
壇
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、世
界
遺
産
登

録
後
の
縄
文
遺
跡
群
への
誘
客
促
進

の
取
組
、県
産
品
の
販
売
促
進
、若

者
の
県
内
定
着
に
向
け
た
取
組
、防

災
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、各
議
員
か

ら
質
問
が
あ
り
、県
当
局
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
21
日
に
は
、青
森
県
監
査
委

員
の
選
任
に
係
る
議
案
が
追
加
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑（
６
月
24
日
）、常
任
委
員

会（
６
月
25
日
）

　
６
月
24
日
に
は
、議
案
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、令
和
３
年
度
青

森
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）案
に
計
上
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
経
費
の

事
業
内
容
等
に
つ
い
て
、質
疑・答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
を
除
く
議
案
13
件
、

報
告
５
件
及
び
請
願
２
件
は
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、６
月
25
日

に
開
催
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

●
閉
会
日（
６
月
29
日
）

　

最
終
日
の
６
月
29
日
に
は
、各
常

任
委
員
会
の
審
査
内
容
の
報
告
が

あ
り
、討
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決

が
行
わ
れ
、知
事
提
出
議
案
15
件

及
び
報
告
５
件
並
び
に
議
員
提
出

議
案
３
件
が
可
決・同
意・承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
長
及
び
副
議
長
の
交

代
に
係
る
選
挙
が
行
わ
れ
、議
長
に

三
橋
一
三
議
員
が
、副
議
長
に
蛯
沢

正
勝
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
概
要

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決
、

正
副
議
長
を
選
出

就任の挨拶をする三橋一三議長

就任の挨拶をする蛯沢正勝副議長
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（単位：千円）

令和３年度青森県一般会計補正予算（第1号）案
新型コロナウイルス感染症対策関連経費の概要

　県内における新型コロナウイルス感染症の発生状
況等を踏まえ、県が、感染防止対策の推進と医療提供
体制の確保に取り組むとともに、感染拡大の影響を受
ける事業者等を支援するのに要する経費として、「令和
３年度青森県一般会計補正予算（第１号）案」が令和３
年６月第306回定例会に提出されました。
　経費の内訳は、以下のとおりです。

　なお、この補正予算案は、質疑、常任委員会審査、討
論を経て、満場一致で原案どおり可決されました。

開会日の提案理由説明の様子

感染防止対策の推進と医療提供体制の確保1
○ワクチン集団接種に係る医療従事者の派遣及び個別接種に係る医療機関の
　体制強化等に対する支援 （新規）
○宿泊事業者が行う感染防止対策に対する支援 （新規）
○PCR検査の実施
○環境保健センターにおけるPCR検査機器等の整備 （新規）
○医療機関におけるPCR検査機器の整備に対する支援
○宿泊施設における軽症患者の受入れ体制の整備
○積極的疫学調査のための保健所職員体制の強化

 2,619,978千円
 201,000千円
608,722千円
14,014千円
52,800千円
423,190千円
15,681千円

感染拡大の影響を受ける事業者等への支援

3,935,385千円

8,513,328千円

◎事業費総括表

2
○感染拡大の影響を乗り越え事業継続に取り組む事業者に対する支援 （新規）
○県内旅行需要創出のための宿泊割引キャンペーンの実施 （新規）
○低所得ひとり親世帯の子育て負担等軽減のための生活支援特別給付金の支給及び
　住居費に対する支援 （新規）
○生活福祉資金の緊急小口資金等の特例貸付原資の積み増し
○特例貸付の利用が終了した後もなお生活が困窮している世帯に対する自立支援金の支給 （新規）

4,290,537千円
3,303,300千円

234,491千円
670,000千円

15,000千円

区　　分

1 感染防止対策の推進と医療提供体制の確保 3,935,385 3,564,024 371,361

2 感染拡大の影響を受ける事業者等への支援 8,513,328 7,746,449 766,879

合　　計 12,448,713 11,310,473 1,138,240

金　　額
財源内訳

国　庫 一般財源

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者の方や県民の方を支援するための制度等について、
詳しくは青森県庁ホームページをご覧ください。

「新型コロナウイルス感染症についての情報」
https://www.pref.aomori.lg.jp/koho/coronavirus_index.html
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令
和
３
年
6
月
第
３
０
６
回
定
例
会

一
般
質
問

三
村
知
事

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

克
服
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
現
在
、
重
症

者
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
患
者

が
、
よ
り
早
期
に
適
切
な
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
飲
食
店
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策

に
係
る
認
証
制
度
を
創
設
し
、
飲
食
店

の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。
今

後
と
も
、
感
染
拡
大
防
止
と
県
内
経
済

の
早
期
回
復
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

QA
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

克
服
に
向
け
た
取
組

企
画
政
策
部
長

　

鉄
道
事
業
者
で
あ
る
県
は
、
青
森

市
が
設
置
し
た
勉
強
会
に
お
い
て
、

現
時
点
で
の
新
駅
乗
車
人
員
と
し
て
、

筒
井
駅
と
ほ
ぼ
同
等
の
１
日
当
た
り

約
９
０
０
人
程
度
の
基
礎
的
な
需
要

が
見
込
ま
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

今
回
の
推
計
結
果
は
、
現
在
の

駅
勢
圏
人
口
を
前
提
と
し
た
推
計
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
新
駅
整
備
に
係

る
課
題
に
つ
い
て
、
勉
強
会
の
場
で
青

森
市
と
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

A

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

克
服
に
向
け
た
取
組

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

む
つ
小
川
原
地
域
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
効
活
用

す
る
方
策
を
検
討
し
、「
あ
お
も
り
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
水
素
活
用
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
」を
取

り
ま
と
め
た
ほ
か
、プ
ラ
ン
の
実
現
に
向

け
た
課
題
の
検
討
、
水
素
の
製
造
過
程
で

発
生
す
る
副
生
酸
素
の
農
林
水
産
分
野
で

の
活
用
に
向
け
た
効
果
検
証
を
行
い
、そ

の
成
果
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
取
り
ま
と
め
た
。

A

？

？

？

本文中の
このマークは
用語解説です。

　

青
森
操
車
場
跡
地
へ
の
新
駅
整
備

に
係
る
青
森
市
と
の
協
議
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
青
森
操
車
場
跡
地
へ
の

新
駅
整
備

青
森
操
車
場
跡
地
へ
の

新
駅
整
備

駅勢圏人口

　駅勢圏は駅を中心とした一
定範囲の鉄道利用圏のことで、
駅勢圏人口は駅勢圏内の常住
人口、従業人口、駅勢圏内に所
在する学校の生徒数をいう。駅
勢圏人口に鉄道利用率を乗じ
ることで駅乗車人員を算出する
方法を駅勢圏法という。

用 語 解 説

科学的根拠に基づくがん検診

　厚生労働省の指針では、胃がん、大
腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がん
の５つのがん検診について、定められ
た方法、対象年齢や受診間隔に沿って
実施することが、死亡率を減少させる
効果が科学的に証明されているとして
推奨されている。

用 語 解 説 三
村
知
事

　

本
県
の
平
均
寿
命
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
が
ん
死
亡
率
の
低
下
が
重

要
な
課
題
の
１
つ
と
考
え
、
喫
煙
率
の

低
下
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の

改
善
や
が
ん
の
予
防
、
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
を
中
心
と
す
る
医
療
連
携
体

制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
今
年
度

は
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
が
ん
検

診
を
推
進
す
る
た
め
の
青
森
県
版
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
が
ん
対
策
の
更
な
る
充

実
・
強
化
に
取
り
組
む
。

A Q　

が
ん
死
亡
率
の
全
国
ワ
ー
ス
ト
上

位
の
改
善
に
向
け
た
県
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。 が

ん
対
策
の
推
進

が
ん
対
策
の
推
進

医　

療

医　

療

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、こ
れ
ま
で
の
県
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

Q
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

水
素
エ
ネ
ル
ギ

の
活
用 民主連合

（現  立憲民主党）
八戸市

会　派

選挙区

:

:

田中　満 議員
た なか みつる

交　

通

エ
ネ
ル
ギ
ー

山谷 清文 議員

自由民主党
青森市

会　派
選挙区

:
:

やま や きよふみ
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健
康
福
祉
部
長
・
教
育
長

　

新
た
な
津
波
浸
水
想
定
の
浸
水
域

内
に
立
地
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
に

つ
い
て
は
、
該
当
す
る
施
設
を
県
に
情

報
提
供
す
る
よ
う
関
係
市
町
村
に
対

し
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
浸
水
域
内
に
立
地
す
る
公

立
学
校
は
、
市
町
村
立
の
小
学
校
41

校
、
中
学
校
18
校
及
び
県
立
学
校
11

校
の
合
計
70
校
と
な
っ
て
い
る
。

A

危
機
管
理
局
長

　

本
県
の
消
防
団
員
数
は
、
10
年
前
に

比
べ
１
９
４
１
人
減
少
し
て
い
る
。
消

防
団
員
の
確
保
は
、
市
町
村
が
主
体

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、

県
も
市
町
村
の
取
組
を
後
押
し
す
る

た
め
、
消
防
団
活
動
や
女
性
消
防
団

員
の
活
躍
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
及
び

小
冊
子
の
制
作
、
市
町
村
の
担
当
者
を

対
象
に
消
防
団
員
確
保
の
た
め
の
勉

強
会
の
開
催
な
ど
し
て
お
り
、
引
き
続

き
支
援
し
て
い
く
。

A

農
林
水
産
部
長

A　
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
を
中
心
に
、
高
品
質
大
玉

生
産
に
向
け
て
三
八
地
域
の
５
か
所

に
重
点
指
導
園
地
を
設
置
し
、
適
正

着
果
や
適
期
収
穫
な
ど
の
現
地
研
修

会
の
ほ
か
、
品
質
基
準
の
県
内
統
一
に

向
け
た
出
荷
規
格
目
揃
い
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
雨
よ
け
施
設
等
の
導
入
支

援
に
加
え
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
結
実
確
保
や
着
色
向
上

技
術
な
ど
の
試
験
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

Q　

本
県
の
消
防
団
員
数
の
推
移
と
消

防
団
へ
の
加
入
促
進
に
向
け
た
県
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

Q　

新
た
な
津
波
浸
水
想
定
の
浸
水
域

内
に
立
地
し
て
い
る
社
会
福
祉
施
設

等
及
び
公
立
学
校
の
状
況
を
伺
う
。

津
波
対
策

津
波
対
策

防　

災

防　

災

県議会
インターネット中継
配信中！

議会開会中は、本会議と特別委員
会の模様をインターネットでリア
ルタイムに視聴できます。また、
過去の映像もご覧いただけます。

畠山 敬一 議員

公明・健政会
八戸市

会　派
選挙区

:
:

はたけやまけいいち

和田 寛司 議員
わ だ かん じ

自由民主党
三戸郡

会　派
選挙区

:
:

農　

業

企
画
政
策
部
長

昨
年
度
、
県
内
企
業
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
申

請
手
続
き
の
負
担
や
助
成
割
合
な
ど

の
条
件
に
よ
り
、
奨
学
金
の
返
還
支

援
を
判
断
し
た
い
と
す
る
企
業
が
一

定
数
あ
っ
た
。
県
と
し
て
は
、
若
者

の
県
内
定
着
・
還
流
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
と
と
も
に
、
奨
学
金
の
返

還
支
援
に
よ
り
効
果
を
上
げ
て
い
る

他
県
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
本

県
の
実
情
に
合
っ
た
方
法
等
に
つ
い

て
幅
広
く
検
討
を
進
め
て
い
く
。

A 　

若
者
の
県
内
定
着
を
促
進
す
る

た
め
、
奨
学
金
返
還
支
援
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
県
の
見
解
を

伺
う
。

Q
若
者
の
県
内
定
着

促
進
へ
の
取
組

若
者
の
県
内
定
着

促
進
へ
の
取
組

　
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」の
高
品
質
大
玉

生
産
に
向
け
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

Q
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」の

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

「
ジ
ュ
ノ
ハ

」の

ブ
ラ
ン

力
強
化

サクランボ「ジュノハート」

地
域
振
興

4



柏
木
副
知
事

　

県
で
は
、
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
市

町
村
と
の
共
同
利
用
や
、　

Ｒ
Ｐ
Ａ
の

導
入
に
係
る
モ
デ
ル
事
業
を
行
う
ほ

か
、
市
町
村
及
び
県
の
職
員
を
対
象

と
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
研
修

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
構
築
に
向
け
た
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
く
。

A

トリチウム

　水素の放射性同位体で三重水
素と呼ばれ、弱いベータ線を出
す。自然界でも生成され、雨水や
水道水、大気中にも存在してい
る。国内外の原子力施設で人工的
に生成され、管理されたかたちで
海洋や大気に放出されている。

用 語 解 説

健
康
福
祉
部
長

今
年
度
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
は
、
ひ
き

こ
も
り
状
態
と
な
っ
た
き
っ
か
け
や
ひ

き
こ
も
り
が
始
ま
っ
た
時
期
な
ど
の

ほ
か
、
居
場
所
づ
く
り
等
本
人
及
び

家
族
が
受
け
た
い
と
思
う
支
援
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
関
係
機

関
等
を
通
じ
８
月
以
降
に
送
付
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

A

教
育
長

　

県
立
学
校
で
は
、
生
理
用
品
を
保
健

室
に
常
備
し
、
申
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、
養
護
教
諭
が
保
健
指
導
、
健
康
観

察
等
を
実
施
し
た
上
で
配
布
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
児
童
生
徒
に
福
祉
面
等

か
ら
の
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
も
活
用
し
適
切
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。一
方
、

生
理
用
品
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

言
い
出
せ
な
い
児
童
生
徒
が
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
県
の
対

応
状
況
も
注
視
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒

へ
の
適
切
な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

A

危
機
管
理
局
長

六
ケ
所
再
処
理
工
場
で
は
、
ト
リ
チ

ウ
ム
を
含
め
た
液
体
・
気
体
廃
棄
物
の

管
理
目
標
値
は
、
法
令
で
定
め
る
線
量

限
度
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と

な
る
よ
う
設
定
さ
れ
、
年
間
最
大
処

理
能
力
８
０
０
ト
ン
・
ウ
ラ
ン
の
使
用

済
燃
料
を
処
理
し
た
場
合
で
も
年
間

０
．０
２
２
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
り
、

国
の
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
で
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。

A

デジタル・トランスフォーメーション

　スウェーデンの大学教授のエリック・ストル
ターマンが提唱した概念であるとされ、「ICT（情
報通信技術）の浸透が人々の生活をあらゆる面で
より良い方向に変化させること」であるとされる。

ＲＰＡ 

　ロボティック・プロセス・オートメーションの略。
普段人が行う定型的なパソコン操作をソフトウェ
アが自動化して処理するもの。

用 語 解 説

？

　

今
年
度
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
県
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査

の
主
な
調
査
項
目
と
、
調
査
実
施
時

期
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援

　

国
の「
自
治
体

デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計

画
」に
基
づ
き
、
市
町
村
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
支
援
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

Q
市
町
村
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

市
町
村
の
デ
ジ
タ
ル

ラ
ン
ス

フ
ォ

メ

シ

ン
の
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

県
立
学
校
に
お
い
て
、
生
理
用

品
を
自
分
で
用
意
で
き
な
い
児
童

生
徒
に
対
し
て
無
償
提
供
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
県
教
育
委
員
会
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
「
生
理
の
貧
困
」対
策

「
生
理
の
貧
困
」対
策

谷川 政人 議員
たに かわまさ  と

自由民主党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

安藤 晴美 議員

日本共産党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

あんどう はる み

福　

祉

情
報
政
策

福　

祉

　

福
島
第
一
原
発
か
ら
海
洋
放
出
さ

れ
る　

ト
リ
チ
ウ
ム
の
管
理
目
標
値

年
間
22
兆
ベ
ク
レ
ル
に
比
べ
、
六
ケ

所
再
処
理
工
場
は
年
間
１
京
８
千
兆

ベ
ク
レ
ル
と
上
回
っ
て
い
る
が
、
安
全

と
言
え
る
の
か
県
の
見
解
を
伺
う
。

Q
六
ケ
所
再
処
理
工
場
か
ら
の

ト
リ
チ
ウ
ム
放
出
管
理

六
ケ
所
再
処
理
工
場
か
ら
の

リ
チ
ウ
ム
放
出
管
理

？

？
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

申
込
者
が
、
待
機
せ
ず
に
入
所
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
県
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。健

康
福
祉
部
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

は
、
市
町
村
及
び
県
が
策
定
し
た
計

画
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
お
り
、
県

で
は
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
市
町
村
や
社

会
福
祉
法
人
の
施
設
整
備
事
業
を
支

援
し
て
い
る
。
県
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
、
令
和
５
年
度
末
ま
で

に
２
５
４
床
の
増
加
見
込
で
あ
り
、

入
所
需
要
へ
の
対
応
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

QA
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介
護

サ

ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実

教
育
長

　

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
に
つ
い
て

は
、
地
区
意
見
交
換
会
で
導
入
に
賛
成

す
る
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
第
２
期
実
施
計
画
に
盛
り
込
む

方
向
と
し
、
導
入
範
囲
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
新
た
な
学
科
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ

て
、
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

A

青森県都市計画マスタープラン 

　人口減少・少子高齢化等の厳しい
社会環境下でも持続可能な都市を実
現するために、県の都市計画の考え
方をまとめたものであり、まちなかに
商業・業務・住居などの都市機能を
集めるコンパクトなまちづくりによ
り、持続可能な都市づくりの実現を
図るものである。

用 語 解 説 県
土
整
備
部
長

　

県
で
は
、「

青
森
県
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
市
町
村

の
都
市
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
い
る
。

国
に
お
い
て
も
、
都
市
機
能
等
の
誘
導

に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
す
立
地
適
正
化
計
画
制

度
を
推
進
し
て
お
り
、
県
と
し
て
も
、

市
町
村
に
対
し
、
引
き
続
き
同
制
度
の

活
用
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

A

健
康
福
祉
部
長

　

県
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
に
有
効

と
認
め
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
積
極

的
に
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

必
要
以
上
に
詳
細
な
情
報
を
公
表
す

る
と
、
個
人
の
特
定
や
誹
謗
中
傷
な

ど
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
町
村
や
専
門
家
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
昨
年
９
月
に
公
表
基
準
を

策
定
し
、「
保
健
所
管
内
」ご
と
に
公

表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

A

？

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
づ
く
り
の
推
進

が
必
要
と
考
え
る
が
、
県
は
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

Q
人
口
減
少
と
高
齢
化
に

対
応
し
た
都
市
づ
く
り

人
口
減
少
と
高
齢
化
に

対
応

た
都
市
づ
く

　

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
を
導
入

し
、
大
間
高
等
学
校
へ
の
水
産
科
の

設
置
や
む
つ
工
業
高
等
学
校
へ
の
デ

ジ
タ
ル
科
の
設
置
な
ど
、
魅
力
あ
る

高
等
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

Q
青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

　

こ
れ
ま
で
市
町
村
名
ま
で
の
公
表

を
要
望
す
る
声
が
多
数
あ
っ
た
が
、

第
三
者
機
関
を
設
置
し
公
表
方
針
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
け
る
情
報
の
公
表

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
け
る
情
報
の
公
表

教　

育

青森県新型コロナウイルス
感染症対策総合サイト

関　良 議員

青和会
青森市

会　派
選挙区

:
:

せき りょう

山本 知也 議員
やま もととも  や

自由民主党
むつ市

会　派
選挙区

:
:

福　

祉

県
土
整
備

医　

療
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三
村
知
事

　

社
会
の
幅
広
い
分
野
で
の
急
速
な

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
を
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
５
Ｇ
を
活
用
し

た
社
会
実
験
な
ど
地
域
課
題
を
解
決

す
る
実
証
事
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
を

紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に

よ
り
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
産
業
振
興
に
向
け
た
取
組
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

A

青
山
副
知
事

　

本
年
３
月
に
幼
児
教
育
・
保
育
関
係

団
体
等
に
対
し
、
幼
児
教
育
に
係
る

現
状
の
課
題
と
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

の
必
要
性
等
に
関
す
る
意
向
を
確
認

し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
の
一
体
的
な
取
組
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

全
国
知
事
会
議
に
お
い
て
、
三
村

知
事
か
ら
、
所
管
の
一
元
化
に
つ
い

て
省
庁
間
の
調
整
を
図
る
こ
と
な
ど

を
国
に
要
望
し
た
。

　

今
後
も
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し

な
が
ら
、
各
関
係
団
体
等
と
一
体
と

な
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

A

教
育
長

　

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
に
つ
い
て

は
、
県
外
生
徒
の
定
員
の
制
限
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
導
入
対
象
校
を
限

定
し
た
上
で
導
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
具
体
的
な
導
入
範
囲
な
ど
に

つ
い
て
は
、
地
区
意
見
交
換
会
の
意

見
や
他
県
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

A

三
村
知
事

　

本
県
が
原
子
力
施
設
の
立
地
に
協
力

し
て
き
た
の
は
、安
全
確
保
を
第
一
義

に
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
前
提

に
、核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
が
我
が

国
を
支
え
る
重
要
な
政
策
で
、確
固
た

る
国
家
戦
略
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

国
の
方
針
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
き
た
か
ら
。国
に
お
い
て
、こ
れ
ま

で
の
立
地
地
域
と
の
協
力
・
信
頼
関
係

を
踏
ま
え
な
が
ら
、中
長
期
的
に
責
任

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
、引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

A

教　

育

　

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
向
け
て
、
県

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
伺
う
。

Q
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
I
T
関
連
産
業
の
振
興

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用

た

T
関
連
産
業
の
振
興

幼児教育センター 

　幼児教育の内容・指導方法等
に関する調査研究、幼稚園教
諭・保育士・保育教諭や幼児教育
アドバイザーに対する研修機会
の提供や相談業務、市町村や幼
児教育施設に対する助言・情報
提供を行う拠点。

用 語 解 説

地域校

　基本となる学校規模としている４学
級規模を満たさない高等学校のうち、
募集停止等により高等学校への通学
が困難な地域が新たに生じることとな
る高等学校を地域校として配置し、高
等学校教育を受ける機会を確保するこ
ととしている。

用 語 解 説

花田 栄介 議員
はな だ えい すけ

自由民主党
青森市

会　派
選挙区

:
:

渋谷 哲一 議員

県民主役の県政の会
青森市

会　派
選挙区

:
:

しぶたに てつかず

産　

業

　

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
し
て
い
く

中
で
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
へ
の

協
力
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

知
事
の
見
解
を
伺
う
。

Q
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
へ
の

協
力
の
見
直
し

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
へ
の

協
力
の
見
直

　
　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
に
係
る
検

討
状
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

Q
幼
児
教
育
の
質
の
向
上

幼
児
教
育
の
質
の
向
上

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
に
つ
い

て
、

地
域
校
の
候
補
校
及
び
浪
岡

高
等
学
校
に
導
入
し
た
上
で
、
高
等

学
校
の
魅
力
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

Q
青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

教　

育

？

？
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商
工
労
働
部
長

　

県
で
は
、「
青
森
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、「
あ
お
も
り
Ｐ
Ｇ
」を
活

用
し
た
外
貨
獲
得
を
推
進
す
る
た

め
、
県
内
企
業
の
商
品
開
発
と
販
路

拡
大
を
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
化
粧
品
開
発
の
た

め
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
支
援
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
海
外
企

業
と
の
商
談
な
ど
を
支
援
す
る
。

A

農地中間管理事業

　県知事の指定を受けた農地中間管
理機構（公益社団法人あおもり農業
支援センター）が、離農や経営転換を
図る農家等から一旦借り受けた農地
を意欲のある担い手農家等に対して
貸し付ける事業のこと。

用 語 解 説
農
林
水
産
部
長

県
で
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の

活
用
を
促
す
た
め
、
農
地
の
受
け
手
・

出
し
手
に
対
す
る
事
業
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
の
周
知
や
個
別
訪
問
に
加
え
、
調
整

役
と
な
る
農
業
委
員
等
を
対
象
に
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
集
積
が
進
ん
で
い
な
い
樹
園

地
で
の
事
業
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
新

た
に
配
置
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
を
強

化
し
て
い
く
。

A

三
村
知
事

　

流
域
治
水
対
策
や
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
、
予
防
保
全
型

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
重
点

的
・
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
方
で
、
本
県
の
社
会
資
本
整
備
は

未
だ
整
備
途
上
に
あ
る
た
め
、
国
に

対
し
、
安
定
的
・
計
画
的
に
予
算
措

置
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

引
き
続
き
、
必
要
な
予
算
確
保
に

努
め
、「
安
全
・
安
心
な
県
土
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
防災・減災、国土強靱化のための

５か年加速化対策

　これまでの防災・減災、国土強靱化
の取組をさらに進捗させるため、今年
度から令和７年度までの５か年で重点
的・集中的に実施する、激甚化する風
水害や大規模地震、インフラ老朽化等
への対策。昨年12月閣議決定。

用 語 解 説

？

？

三
村
知
事

　

県
内
の
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
近

年
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
２
年

度
は
こ
れ
ま
で
最
多
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

研
修
の
実
施
や
児
童
相
談
所
人
材
育

成
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
職

員
の
資
質
向
上
に
計
画
的
・
段
階
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
適
切
な

職
員
配
置
と
専
門
性
強
化
を
進
め
る

な
ど
、
児
童
虐
待
の
対
応
に
係
る
体

制
強
化
を
図
る
。

A 　

児
童
虐
待
相
談
件
数
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
、
児
童
相
談
所
職
員
の

資
質
向
上
を
は
じ
め
、
児
童
虐
待

防
止
の
た
め
の
体
制
強
化
に
対
す
る

知
事
の
考
え
方
を
伺
う
。

Q
児
童
虐
待
防
止
対
策

児
童
虐
待
防
止
対
策

「

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」を

踏
ま
え
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
強
化

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
う
。

Q
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策

防
災
減
災

国
土
強
靱
化
の
た
め
の

か
年
加
速
化
対
策

福　

祉

「
あ
お
も
り
Ｐ
Ｇ
」を
活
用
し
た

外
貨
獲
得
を
推
進
す
る
た
め
、
県

内
企
業
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

Q
青
森
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
の
推
進

青
森
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ

シ

ン

戦
略
の
推
進

木明 和人 議員

無所属
上北郡

会　派
選挙区

:
:

きみょう かずひと

工藤 慎康 議員
く どう のりやす

自由民主党
上北郡

会　派
選挙区

:
:

産　

業

　
　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
た
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
向

け
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
伺
う
。

Q
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
積
・
集
約
化

担
い
手
へ
の
農
地
の

集
積
集
約
化

農　

業

防　

災
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常任委員会の審査状況（6月25日開催）

　青森県県税条例等の一部を改正する条例
案の主な改正内容について伺う。

　地方税法の改正に伴い、電気事業法の改正に
よる所要の措置を講ずるほか、納税義務者等が
行う電子帳簿の保存に係る手続の簡素化等の改
正を行うものである。

Q
A

【本会議より付託された審査案件】 議案10件
【結果】 議案10件を満場一致で原案可決
【主な質疑の内容】

　中小企業者等事業継続支援金給付事業に
ついて、様々な業種の事業者への制度の周
知や相談対応に向け、県はどのように取り
組んでいくのか伺う。

　事業者支援情報ポータル「あおビズサーチ」、
県のホームページ、メールマガジン、新聞広告、
広報番組、ＳＮＳを活用した広告、関係機関を通
じた事業者等への情報提供など、支援金の周知
について幅広く情報発信をしていく。また、申請
受付開始前の事前相談対応を行うコールセン
ターの設置など、より多くの県内事業者が申請す
るよう取り組んでいく。

Q

A

【本会議より付託された審査案件】 議案２件
【結果】 議案２件を満場一致で原案可決
【主な質疑の内容】

　保健所感染症対策体制強化事業の内容に
ついて伺う。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、
保健所における大きな業務負荷の発生が課題と
なっており、県内における保健師等の職員だけで
は対応が困難となる場合も想定される。このた
め、保健師等の専門職が不足した場合に、厚生
労働省が創設した人材バンクに登録されている
潜在保健師等を会計年度任用職員として採用し、
積極的疫学調査等の業務に従事させることによ
り、保健所の体制を強化するものである。

Q
A

【本会議より付託された審査案件】 議案４件
【結果】 議案４件を満場一致で原案可決
【主な質疑の内容】

総務企画危機管理委員会

　令和3年度において「青森県中山間地域
ふるさと活性化基金」により支援を受ける
活動団体への支援内容について伺う。

　前年度から継続の25団体に５団体を加えた
30団体に対し、草刈り、水路や農道の補修作業、
花の植栽による環境美化活動等に要する資材提
供を行う。今回の条例改正により支援の継続が
可能となる団体の活動には、地域住民のみなら
ず、多くの都市住民の参加が見込まれている。

Q

A

【本会議より付託された審査案件】 議案１件、請願２件
【結果】 議案１件を満場一致で原案可決
【主な質疑の内容】

環境厚生委員会

農林水産委員会

　県立八戸水産高等学校漁業実習船青森丸
代船の建造により、どのような学習効果が
期待できるか伺う。

　新たな学習機能として、船内ＬＡＮシステムと
連動したタブレット端末を活用しての実習が可能
になる。また、新たな環境基準に対応した脱硝装
置の搭載により、環境汚染防止に関する最新知
識を習得し、実践的に理解を深めることとしてい
る。こうした学習機能の充実により、航海士や機
関士などの養成、さらには本県の水産業等を支
える人財育成につながるものと考えている。 

Q

A

【本会議より付託された審査案件】 議案１件
【結果】 議案１件を満場一致で原案可決
【主な質疑の内容】

　(仮称)馬淵川橋整備工事の目的及び内
容について伺う。

　八戸市中心市街地における渋滞解消や高度医
療施設へのアクセス性向上等を目的に整備を進
めている、都市計画道路３・３・８号白銀市川環状
線の尻内工区における橋梁工事。一級河川馬淵
川に新たに架橋する橋長283.3メートルの橋梁
の左岸側橋台を築造するもので、国が管理してい
る河川堤防の開削を必要とすることから、国土交
通省東北地方整備局との協議に基づき、同局に
よる受託工事として契約を締結し実施している。

Q
A

【本会議より付託された審査案件】 議案４件
【結果】 議案４件を満場一致で原案可決
【主な質疑の内容】

商工労働観光エネルギー委員会

文教公安委員会

建設委員会
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 委員（議員）を紹介します。

総務部、企画政策部、危機管理局、出納局、選挙管理委員会、監査委員、人事委員会及び議会事務局の
所管に属する事項並びに他の常任委員会の所管に属しない事項総務企画危機管理委員会

谷川 政人
たに かわ まさ  と

会派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：２回

山本 知也
やま もと とも  や

会派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：１回

委員長 副委員長

環境生活部、健康福祉部及び病院局の所管に属する事項環境厚生委員会

委員長 副委員長

田中 順造
た  なかじゅんぞう

会派：自由民主党
選挙区：十和田市
当選回数：８回

た  なか みつる

会派：立憲民主党
選挙区：八戸市
当選回数：２回

田中　満

農林水産部、海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会の所管に属する事項農林水産委員会

熊谷 雄一
くま がいゆう いち

会派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：５回

工藤 慎康
く  どう のり やす

会派：自由民主党
選挙区：上北郡
当選回数：４回

安藤 晴美
あん どう はる  み

会派：日本共産党
選挙区：弘前市
当選回数：４回

いちのへ ふ　み　お

会派：青和会
選挙区：青森市
当選回数：３回

委員長 副委員長

一戸 富美雄

夏堀 浩一
なつ ぼり こう いち

会派：自由民主党
選挙区：三戸郡
当選回数：４回

清水 悦郎
し  みず えつ ろう

会派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：６回

しぶ たに てつ かず

会派：県民主役の県政の会
選挙区：青森市
当選回数：４回

なる  み けいいちろう

会派：自由民主党
選挙区：黒石市
当選回数：３回

松田　勝
まつ  た まさる

会派：日本共産党
選挙区：八戸市
当選回数：２回

福士 直治
ふく  し なお はる

会派：無所属
選挙区：東津軽郡
当選回数：１回

渋谷 哲一

鳴海 惠一郎

おか もとゆき  と

会派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：５回

たか はししゅういち

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：４回

あ　べ ひろ えつ

会派：自由民主党
選挙区：南津軽郡
当選回数：７回

はたけやまけい いち

会派：公明・健政会
選挙区：八戸市
当選回数：４回

きみょうかず ひと

会派：無所属
選挙区：上北郡
当選回数：１回

岡元 行人高橋 修一

阿部 広悦

畠山 敬一

木明 和人

てら  だ たつ  や

会派：自由民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：３回

もり うち の　ぼ　る

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：６回

せき りょう

会派：青和会
選挙区：青森市
当選回数：３回

さい とう なお  ひ　と

会派：自由民主党
選挙区：北津軽郡
当選回数：３回

こひるいまき まさのり

会派：自由民主党
選挙区：三沢市
当選回数：１回

寺田 達也 森内 之保留

関　良

齊藤 直飛人

小比類巻 正規

（令和3年7月21日現在）
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蛯沢 正勝
えび さわまさ かつ

会派：自由民主党
選挙区：上北郡
当選回数：３回

山口 多喜二
やま ぐち た　き　じ

会派：自由民主党
選挙区：平川市
当選回数：２回

吉俣　洋
よし また よう

会派：日本共産党
選挙区：青森市
当選回数：１回

やま  や きよ ふみ

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：４回

山谷 清文

今　博
こん ひろし

会派：立憲民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：３回

川村　悟
かわ むら さとる

会派：青和会
選挙区：弘前市
当選回数：４回

おお さき みつ あき

会派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：１回

大崎 光明
みつ はし かず み

会派：自由民主党
選挙区：つがる市
当選回数：５回

三橋 一三

青森県議会常任委員会の  

丸井　裕
まる  い ゆたか

会派：自由民主党
選挙区：十和田市
当選回数：５回

田名部 定男
た　な　ぶ さだ  お

会派：立憲民主党
選挙区：八戸市
当選回数：７回

鹿内　博
しか ない ひろし

会派：県民主役の県政の会
選挙区：青森市
当選回数：６回

伊吹 信一
い  ぶき しん いち

会派：公明・健政会
選挙区：青森市
当選回数：５回

越前 陽悦
えち ぜん よう えつ

会派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：６回

吉田 絹恵
よし  だ きぬ  え

会派：公明・健政会
選挙区：上北郡
当選回数：３回

さい とう ちかし

会派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：３回

齊藤　爾

工藤 兼光
く  どう かね みつ

会派：自由民主党
選挙区：西津軽郡
当選回数：５回

花田 栄介
はな  だ えい すけ

会派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：３回

和田 寛司
わ　だ かん  じ

会派：自由民主党
選挙区：三戸郡
当選回数：１回

商工労働部、観光国際戦略局、エネルギー総合対策局及び労働委員会の所管に属する事項商工労働観光エネルギー委員会

きく  ち けん  た  ろう

会派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：３回

櫛引 ユキ子
くし びき こ

会派：自由民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：４回

委員長 副委員長

菊池 憲太郎

教育委員会及び公安委員会の所管に属する事項文教公安委員会

委員長 副委員長

県土整備部及び収用委員会の所管に属する事項建設委員会

山田　知
やま  だ さとる

会派：無所属
選挙区：八戸市
当選回数：５回

鶴賀谷　貴
つる  が　や たかし

会派：立憲民主党
選挙区：弘前市
当選回数：１回

委員長 副委員長

く  どう よし はる

会派：自由民主党
選挙区：平川市
当選回数：３回

工藤 義春
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県 議 会

　第307回定例会は、令和３年９月17日（金）に開会し、10月７日（木）に閉会す
る予定です。詳細な日程については青森県議会ＨＰでお知らせします。

◎令和３年９月第307回定例会について

〒030-8570青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課
電話 017（734）9797（直通）

◎あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて

お知らせ
からの

傍聴にあたってのお願い

県議会だよりは
こちらから

第306回定例会で可決された知事提出議案（15件）

第306回定例会で可決された議員提出議案の内容

○新型コロナウイルス感染症対策の強化とワクチン接種への支援に対する意見書意 見 書

意 見 書

　各自治体において感染拡大防止対策を強化するとともに、ワクチン接種を滞りなく実施できる体制を構築するため、
「スクリーニング検査実施に向けた、早急な実効性のある体制整備」「適切な医療提供体制の構築のため、関係団体へ
の一層の働きかけと、オンライン診療医師や健康観察する看護師を国が雇い上げ対応する仕組みの検討」「ワクチン接
種におけるワクチン供給量や詳細なスケジュールの迅速な提示、国の責任において医療従事者を確保し供給する体制
の構築」を国に対し要望。

○防災・減災、国土強靱化を確実に推進するための措置を求める意見書
　「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」（令和２年12月11日閣議決定）を推進するために必要な予算
措置として、事業規模に見合う予算の上乗せ、地方負担分の地方財政措置、各年度の当初予算を含めた措置といった、
安定的・計画的な予算確保に加え、災害発生時の迅速かつ円滑な対応等のための人員や体制の維持・充実を図ることを
国に対し要望。

○青森県議会会議規則の一部を改正する規則規　  則
　標準都道府県議会会議規則の一部改正に伴い、欠席の届出に関する規定について、欠席事由の例示として「育児、介
護」を加え、「事故」を「やむを得ない事由」に改めるとともに、出産に係る産前・産後期間を欠席事由とする場合の手続を
新たに定める。

臨場感を感じました。

　傍聴しなければわからな
い雰囲気です。新聞などの
報道からは感じられない臨
場感があります。

声傍聴者の傍聴者の傍聴者の

また傍聴したいと思いました。

　具体的な県の取組など、
直接傍聴するのと報道で
知るのでは納得度が違う
気がします。何事にも興味
をもち、また傍聴したいと
思います。

50代　男性
青森市在住

60代　男性
青森市在住※傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

※議場などへの入場前には検温をお願いします。
※議場などへの入退場の際は、アルコール消毒をお願いします。
※発熱や息切れ、風邪のような症状がある場合は傍聴を自粛するようお願いします。

傍聴については
こちらから議会を傍聴しよう！

青森県をもっと知るため、

傍聴にあたり、本誌「傍聴者の声」に掲載するため、アン
ケートをお願いすることがありますので、ご協力ください。
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新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください

令和３年度補正予算関係（１件）
●一般会計１件

条例関係（７件）
●青森県行政手続における特定の個人を識別するための番    
　号の利用等に関する法律施行条例及び青森県個人情報保
　護条例の一部を改正する条例案
●青森県介護保険財政安定化基金条例の一部を改正する条例案
●青森県中山間地域ふるさと活性化基金条例の一部を改正す
　る条例案　　　　　　　　　　　　　　　　　  など７件

人事関係（２件）
●青森県収用委員会の委員及び予備委員
　の任命の件
●青森県監査委員の選任の件

その他（５件）
●製造の請負契約の件
●工事の請負契約の一部変更の件
●財産の取得の件
●権利の放棄の件２件

津軽こけし
11系統に分類されている伝統こけしのうち、津軽系こけしは
黒石市温湯温泉や大鰐温泉を中心に作られています。近年は
現代風にアレンジして作られた個性的なこけしも人気です。

（表紙写真）
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